
　ジェルトロンを使用した患者さんは要介護４、５であり、意識は明瞭
ではなく、寝たきりで日常動作のほとんどが全介助であった。
　体位変換は定期的にヘルパーが行っている。また、半分以上の割合で
嚥下障害があり、胃瘻などからの経管栄養が行われていた。その結果、
褥瘡が発生した患者さんは一人もいなかった。
　ジェルトロンは沈み込みが少ないので、廃用症候群で力が弱くなって
いる患者さんが、弱い力でも動きやすいマットレスであり、また、ずれ
を吸収する機能もあり、褥瘡発生要因の重要な要素とされる「ずれ力」
を減弱する点も、上記の使用例に褥瘡が発生しなかった理由の一つであ
ると判断される。　

ご使用者ご家族から頂いたコメント

「長年に渡り頭部に出来た褥瘡（床ずれ）のケアを家族で取り組んできました。いろいろなまくらを試したの
ですが、治癒することが出来ませんでした。そんな中、ジェルトロンピロー「マイズ」を勧められ使用した
ところ、二ヵ月あまりで治癒することができました。本人はもちろん私たち家族もとても喜んでおります。」

ジェルトロン ピロー・マイズを使用した褥瘡（床ずれ）ケアの事例
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